
公益社団法人　つくば市シルバー人材センター広報誌

豊かな高齢化社会の実現と社会貢献をめざしてきずな Vol.023
2018.
7.15

平成三十年度定時総会開催……………………… 2
2018年度新組織かたまる………………………… 2
都市にとって大切な景観………………………… 4
最近思うこと……………………………………… 5
女性が活躍する場を！（女性会員のつどい）…… 6
グローバルシティつくば………………………… 7
春季剪定講習会…………………………………… 7
付記・ご案内……………………………………… 8

23号の主な内容



きずな VOL.023　Page 2

平
成
三
十
年
度
定
時
総
会
開
催

　

公
益
社
団
法
人
つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
平
成
30
年
度
定
時
総
会
が
、
本

年
6
月
28
日
午
前
10
時
市
内
の
市
民
ホ
ー
ル

と
よ
さ
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
総
会
）
来
賓
の
毛
塚
幹
人
つ
く
ば
市
副

市
長
お
よ
び
塩
田
尚
つ
く
ば
市
市
議
会
議
長

か
ら
ご
挨
拶
を
賜
り
、
水
野
忠
幸
つ
く
ば
市

福
祉
部
部
長
、
中
根
英
明
つ
く
ば
市
高
齢
福

祉
課
長
の
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
平
成
29
年
度
お
よ
び
30
年
度

の
事
業
報
告
、
事
業
計
画
、
収
支
決
算
や
予

算
が
報
告
さ
れ
、
ま
た
承
認
事
項
は
い
ず
れ

も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

課
題
と
し
て
は
、
会
員
の
減
少
を
い
か
に

お
さ
え
、
ま
た
、
単
一
化
傾
向
の
就
業
の
幅

を
い
か
に
拡
げ
ら
れ
る
か
、
役
職
員
で
一
層

取
り
組
む
姿
勢
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

〈
毛
塚
幹
人
つ
く
ば
市
副
市
長
の

�

ご
挨
拶
〉（
要
旨
）

　

本
日
は
、
定
時
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
こ
と
、
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
会
員
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら

市
政
全
般
に
わ
た
り
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

つ
く
ば
市
で
は
平
成
30
年
３
月
に
策
定
し
た
つ
く
ば

市
高
齢
者
福
祉
計
画
（
第
７
期
）
に
基
づ
き
高
齢
福
祉

政
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
高
齢
者
が
今
ま
で
に

培
っ
た
技
術
や
知
識
を
生
か
し
た
仕
事
の
確
保
を
促
進

し
活
躍
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い
く
上
で
、
会
員
の
皆

様
が
樹
木
の
剪
定
や
草
刈
り
等
の
就
労
、
地
域
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
姿
は
、
生
き
が
い
の

あ
る
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
す
大
き
な
力

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
一
時
預
か
り

事
業
を
行
う
こ
と
で
市
の
少
子
化
対
策
に
貢
献
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
皆
様
の
活
動
が
、
地
域
を

活
性
化
し
て
い
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
セ
ン
タ
ー
事
業
の
一
層
の
発
展
と
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

2
0
1
8
年
度
新
組
織
か
た
ま
る

　

こ
の
た
び
組
織
改
編
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の

5
部
会
組
織
か
ら
3
部
会
組
織
に
改
編
す
る
こ

と
で
、
重
点
課
題
に
対
し
て
密
度
の
濃
い
姿
勢

で
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。か
つ
、

広
報
部
会
は
総
務
部
会
管
掌
に
、
女
性
部
会
は

事
業
部
会
管
掌
の
委
員
会
と
し
て
再
出
発
す
る

こ
と
に
よ
り
、
事
業
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
展
開

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
組
織
を
硬
直

さ
せ
る
こ
と
な
く
身
軽
に
事
業
展
開
を
可
能
に

す
る
た
め
、
環
境
変
化
に
伴
っ
て
組
織
を
見
直

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
編
の
目
的
と
意
義
は
自
主
・
自

立
・
共
働
・
共
助
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

安
定
的
な
財
務
体
質
及
び
事
業
運
営
を
図
る

た
め
、
3
部
会
体
制
に
集
約
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
会
員
・
理
事
会
・

事
務
局
の
情
報
伝
達
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ

れ
、お
互
い
の
連
携
強
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
ま
し
て
事
務
局
の
体
制
も
明
日
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、
会
員

の
顧
客
満
足
度
を
向
上
す
べ
く
、
人
心
を
一

新
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
事
務
局
員
の

役
割
分
担
を
確
立
し
て
、
義
務
と
責
任
を
明

確
に
し
ま
す
。
風
通
し
を
良
く
し
て
、
業
務

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
相
互
連

携
を
強
化
し
ま
す
。

（注）本文中では「つくば市シルバー人材センター」を「センター」と称する場合があります。

安全標語表彰、最優秀賞の岩田光男さん
“事故招く　あせる気持ちに　ゆとりなし”
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平
成
三
十
年
度
新
役
員

理　
　

事�

青　

木　

亨　

司
（
留
任
）

理　
　

事�

岩　

田　

光　

夫
（
留
任
）

理　
　

事�

宇 

都 

宮　
　

章
（
留
任
）

理　
　

事�

尾　

台　

昌　

治
（
新
任
）

理　
　

事�

太　

田　

定　

夫
（
新
任
）

理　
　

事�

坂　

入　

茂　

男
（
新
任
）

理　
　

事�

里　

信　

隆　

義
（
新
任
）

理　
　

事�

成　

島　

和　

子
（
新
任
）

理　
　

事�

原　

山　

保　

春
（
新
任
）

理　
　

事�

蛭　

田　
　
　

遼
（
新
任
）

理　
　

事�

細　

淵　

賢　

三
（
新
任
）

監　
　

事�

中　

島　
　
　

肇
（
留
任
）

監　
　

事�

金　

子　

和　

雄
（
新
任
）

（
新
理
事
長
、
新
副
理
事
長
は
今
号
で
の
ご

紹
介
が
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
次
号

に
な
り
ま
す
。
理
事
名
は
順
不
同
。）

　　２０１８年度　　３部会体制の組織図

会員

総会 総務部会 広報委員会

就業開拓委員会

監事

理事会 事業部会 女性活躍委員会

安全委員会

事務局 ランク審査委員会

地区統括部会 地区委員会

・組織、総務、財務、規約に
　関すること

・会員に平等な適正就業の提供
　に関すること

・6地区間の調整、統括管理に
　関すること
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〈
都
市
に
と
っ
て
大
切
な
景
観
〉

　

住
宅
街
に
必
ず
あ
る
公
園
、
ブ
ラ
ン
コ
、

シ
ー
ソ
ー
、
す
べ
り
台
等
の
遊
具
類
、
ま
た

砂
場
や
樹
木
な
ど
植
栽
類
や
、
つ
く
ば
セ
ン

タ
ー
広
場
、
Ｔ
Ｘ
各
駅
の
駅
前
に
あ
る
広
場

／
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
、
い
わ
ゆ
る
都
市
施
設

や
緑
地
帯
の
整
備
や
維
持
管
理
な
ど
を
担
当

と
し
て
受
け
持
っ
て
い
る
つ
く
ば
市
建
設
部

公
園
・
施
設
課
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。
課
長

の
吉
原
利
夫
さ
ん
を
は
じ
め
４
名
の
方
に
お

会
い
し
、
仕
事
の
内
容
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
と

お
教
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
事
業
は
か

な
り
幅
広
い
も
の
で
す
。

　

市
内
に
は
1
8
5
か
所
の
都
市
施
設
が
あ

り
ま
す
が
緑
地
帯
を
入
れ
る
と
合
計
3
5
0

か
所
に
も
お
よ
ぶ
公
園
と
施
設
が
あ
り
、
し

か
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。
所
属
し
て
い
る
課
の
職
員
は
10
名
ほ
ど

で
す
が
維
持
管
理
は
業
者
に
委
託
さ
れ
、
清

潔
に
綺
麗
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
多

忙
な
時
期
は
、
雑
草
が
生
い
茂
る
夏
場
と
年

度
末
あ
た
り
が
ピ
ー
ク
に
な
る
よ
う
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
公
園
の
草
刈

り
と
植
栽
の
剪
定
な
ど
の
委
託
業
務
に
大
勢

の
会
員
が
従
事
し
て
い
ま
す
。
市
民
か
ら
の

要
望
も
結
構
あ
る
よ
う
で
、
た
と
え
ば
植
栽

さ
れ
て
い
る
木
々
の
枝
が
ず
い
ぶ
ん
と
伸
び

て
い
る
の
で
切
り
詰
め
た
ら
と
か
、
吹
き
寄

せ
ら
れ
た
枯
葉
を
片
付
け
た
ら
と
か
、
そ
の

他
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

つ
く
ば
市
は
他
の
都
市
と
比
較
す
る
と
外

国
の
方
が
多
く
住
ん
で
い
ま
す
。
施
設
や
場

所
な
ど
を
日
本
語
と
英
語
の
両
方
を
併
記
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
国
際
都
市

な
ら
で
は
の
外
国
の
方
々
へ
の
心
配
り
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
Ｔ
Ｘ
）
つ
く
ば
駅
の
近
く

に
あ
る
市
営
の
駐
輪
場
施
設
で
16
名
の
会
員

が
就
業
の
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
多

く
の
市
民
が
利
用
し
て
い
て
、
元
日
を
除
き

建設部公園・施設課　課長の吉原利夫さん

ＴＸつくば駅の近くにある駐輪場、会員の小杉晴彦さん

公園の草刈り、防護ネットの向こう側は車道です
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一
年
中
シ
フ
ト
を
組
み
朝
６
時
か
ら
深
夜
0

時
ま
で
の
間
、
交
代
制
で
自
転
車
を
お
預
か

り
し
て
い
ま
す
。

　

つ
く
ば
市
は
日
本
が
誇
る
“
研
究
学
園
都

市
”
で
あ
り
、
世
界
が
注
視
し
て
い
る
都
市

の
一
つ
で
し
ょ
う
。
世
界
の
学
者
・
科
学
者

た
ち
が
行
き
来
し
て
い
る
こ
の
街
を
清
潔
・

綺
麗
に
整
備
・
維
持
す
る
な
ど
の
管
理
を
こ

れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

〜
最
近
思
う
こ
と
～

�

谷
田
部
地
区　

田
中
孝
紀

　

小
学
校
の
新
学
期
、
新
一
年
生
が
胸
に
大

き
な
名
札
を
付
け
登
校
す
る
光
景
を
見
る
こ

と
が
少
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

最
近
の
事
件
は
個
人
の
住
所
、
連
絡
先
の
情

報
が
洩
れ
ス
ト
ー
カ
ー
、
詐
欺
、
殺
人
事
件

等
悪
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
報
道
さ
れ

て
い
る
。

　

私
自
身
の
周
辺
で
も
学
生
時
代
の
同
窓
会

名
簿
、
現
役
時
代
の
職
場
の
Ｏ
Ｂ
会
名
簿
、

趣
味
の
集
ま
り
の
会
員
名
簿
の
殆
ど
が
こ
の

世
か
ら
消
え
た
。
冊
子
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
り

な
が
ら
旧
友
、
古
い
職
場
の
同
僚
上
司
の
消

息
を
追
う
機
会
も
少
な
く
な
っ
た
。
当
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
活
動
の
方
針
の
一

つ
に
、
地
区
毎
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

し
、
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

会
員
相
互
の
意
見
や
問
題
点
を
話
し
合
い
、

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
肝
要
と
し
て
い

る
。
会
員
同
士
が
連
絡
を
取
り
あ
う
た
め
に

名
簿
を
作
り
配
布
し
よ
う
と
し
た
が
ど
う
も

現
下
の
事
情
で
は
難
し
い
よ
う
だ
。

　

事
務
局
か
ら
私
の
と
こ
ろ
に
、
個
人
宅
か

ら
草
取
り
の
作
業
依
頼
伝
票
が
届
い
た
。
日

程
、
作
業
内
容
を
確
認
し
よ
う
と
電
話
を
し

て
も
な
か
な
か
か
ら
な
い
。
仕
方
な
く
注
文

主
の
自
宅
ま
で
行
く
と
、
先
刻
電
話
が
鳴
っ

て
い
た
が
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が
あ
る
ご
時
世
で

も
あ
る
の
で
“
電
話
に
で
き
る
だ
け
出
な
い

よ
う
に
”
と
お
話
し
さ
れ
て
い
た
。
作
業
注

文
を
す
る
と
き
は
電
話
を
使
っ
た
の
に
と

少
々
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

受
話
器
を
取
ら
な
い
こ
と
が
最
近
の
防
犯
常

識
ら
し
い
。
独
居
老
人
、
留
守
宅
、
空
き
家

等
様
々
な
依
頼
が
あ
る
が
“
表
札
の
な
い

家
”
も
多
い
。
ご
時
世
と
い
え
地
域
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
共
働
、
共

助
を
提
唱
す
る
タ
テ
マ
エ
と
現
状
の
ホ
ン
ネ

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
痛
感
し
て
い
る
。

田
中
孝
紀
さ
ん
と

�

女
性
会
員
の
活
躍

　

田
中
さ
ん
は
谷
田
部
地
区
の
地
区
長
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、仕
事
面
で
は
草
取
・

除
草
、
剪
定
・
草
刈
り
、
つ
く
ば
市
の
高
齢

者
日
常
生
活
支
援
事
業
の
す
け
っ
と
く
ん
の

依
頼
作
業
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

田
中
さ
ん
の
チ
ー
ム
は
男
性
、
女
性
会
員

が
半
々
く
ら
い
。
忙
し
い
季
節
に
入
り
ま
す

が
、
気
を
配
る
こ
と
は
熱
中
症
対
策
と
語
り

ま
す
。
こ
ま
め
な
休
憩
と
水
分
補
給
が
大
切

で
す
。
そ
れ
に
睡
眠
を
充
分
に
と
る
こ
と
、

飲
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。
い
わ
ゆ
る
自
己
管
理

駐輪場受付、自転車が二段に駐輪されているのが分かります
近くに数か所駐輪場が設置されています
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を
徹
底
す
る
こ
と
で
す
。
女
性
会
員
と
作
業

し
て
い
る
現
場
を
訪
ね
、
忙
し
い
と
こ
ろ
お

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。
か
ら
だ
が
動
く
う
ち

は
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
女
性
会
員
の
皆
さ
ま

一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
事

務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈
女
性
が
活
躍
す
る
場
を
！
〉

�

女
性
会
員
の
つ
ど
い
ス
タ
ー
ト

　

つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
最

重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
い
る
の
が
、
女
性

会
員
の
獲
得
と
活
動
の
場
で
す
。
高
齢
化
、

介
護
、
病
気
治
療
、
日
常
生
活
な
ど
身
近
な

問
題
が
重
荷
に
な
っ
て
、
女
性
が
活
躍
す
る

場
所
を
狭
め
て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
女
性

会
員
の
み
な
さ
ん
に
セ
ン
タ
ー
の
事
業
や
行

事
に
少
し
で
も
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
の

か
、
か
ね
て
か
ら
危
機
感
を
も
っ
て
い
た
関

係
者
た
ち
が
女
性
会
員
に
呼
び
か
け
て
、
6

月
15
日
開
い
た
の
が
第
一
回
„
女
性
会
員
の

つ
ど
い
＂
で
す
。
第
一
部
が
多
く
の
女
性
が

直
面
し
て
い
る
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

会
「
ど
う
や
っ
て
支
え
る
！
高
齢
者
の
生
活

と
介
護
」、
第
二
部
は
講
演
の
内
容
に
も
と

づ
い
て
、
み
な
さ
ん
共
通
の
話
題
で
話
し
あ

お
う
と
い
う
茶
話
会
で
し
た
。
セ
ン
タ
ー
か

ら
43
名
の
会
員
と
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
参
加

し
た
の
は
、
問
題
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を

表
し
て
い
ま
す
。
講
演
で
は
、
つ
く
ば
市
保

健
福
祉
部
地
域
包
括
支
援
課
の
女
性
講
師
三

名
か
ら
、
つ
く
ば
市
に
お
け
る
高
齢
者
の
概

要
、
認
知
症
の
予
防
と
治
療
、
成
年
後
見
制

度
、
介
護
保
険
制
度
、
相
談
支
援
体
制
な
ど

に
つ
い
て
明
快
な
説
明
が
お
こ
な
わ
れ
、
日

頃
は
気
づ
か
な
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
女
性
会
員
か
ら
次
は
よ
り
具
体
的

な
成
果
に
結
び
つ
く
ス
テ
ッ
プ
を
期
待
し
た

い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

左から田中孝紀さん、大野保江さん、大塚千恵子さん

講演会場では関心をもった男性会員の姿も女性会員による手作り作品の展示
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〈
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
つ
く
ば
〉

　

今
春
、
Ｇ
20
貿
易
・
デ
ジ
タ
ル
経
済
大
臣

会
合
が
、
2
0
1
9
年
つ
く
ば
市
で
開
催
決

定
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
6
年

5
月
の
Ｇ
7
科
学
技
術
大
臣
会
合
に
つ
づ
く

朗
報
で
、
茨
城
県
と
つ
く
ば
市
を
盛
り
立

て
る
ま
た
と
な

い
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
昨
今
は
シ

ル
バ
ー
の
仕
事

中
に
、
多
く
の

外
国
の
人
た
ち

と
「
ご
く
」
普

通
に
出
会
う
機

会
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
み
な

さ
ん
は
つ
く
ば

市
に
住
み
、
研

究
所
、
企
業
、

小
学
校
か
ら
大

学
、
ス
ー
パ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
研
究
や
労
働

に
携
わ
っ
て
い

る
人
た
ち
で

す
。
最
近
増
え

て
い
る
と
い
わ

れ
る
市
内
在
住

外
国
人
の
人
口

推
移
を
調
べ
て

み
ま
し
た
。
ベ

ト
ナ
ム
が
大
き

く
伸
び
て
い
ま

す
。

〈
趣
味
と
実
益
〜
剪
定
〉

�

～
春
季
剪
定
講
習
会
開
か
れ
る

　

シ
ル
バ
ー
会
員
に
と
っ
て
、
就
業
者
数
が

多
く
人
気
も
高
い
仕
事
の
一
つ
が
剪
定
作
業

で
し
ょ
う
。
た
だ
こ
の
分
野
は
誰
も
が
簡
単

に
と
り
か
か
れ
る
仕
事
で
は
な
く
、
絶
え
ず

技
術
の
研
鑽
と
安
全
安
心
の
意
識
向
上
が
大

切
で
す
。
セ
ン
タ
ー
主
催
の
剪
定
講
習
会
は

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位 合計外国人
（日本人）

2018年
5月1日

現在

中国

3,068人

韓国・ 
朝鮮

894人

ベトナム

572人

フィリ 
ピン

421人

ブラジル

353人

インド 
ネシア
332人

インド

325人

台湾

262人

スリラ 
ンカ

259人

タイ

251人

9,292人

（222,272人）

2015年
4月1日

現在

中国

2,709人

韓国・ 
朝鮮

914人

フィリ 
ピン

318人

インド

264人

タイ

245人

インド 
ネシア
218人

台湾

213人

ベトナム

211人

ブラジル

188人

米国

177人

7,507人

（213,930人）
住民基本台帳人口より

今年5月12日、13日に市内で開催された＜つくばフェスティバル2018・国際交流フェア2018＞

剪定テスト中の細淵賢三会員
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年
二
回
行
わ
れ
ま
す
。
第
一
回
目
の
平
成
三

十
年
度
春
季
剪
定
講
習
会
が
例
年
通
り
、
国

立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総

合
研
究
機
構
畜
産
研
究
部
門
の
ご
好
意
に
よ

り
、
構
内
に
植
生
さ
れ
て
い
る
松
を
対
象
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
5
月
21
日
〜
22
日
実
技
講

習
、
5
月
23
日
は
雨
天
順
延
、
5
月
24
日
技

能
テ
ス
ト
で
す
。
参
加
登
録
者
62
名
中
、
受

講
者
は
38
名
、
こ
れ
に
経
験
豊
富
な
講
師
・

補
佐
陣
が
加
わ
り
ま
し
た
。
講
習
会
中
に
繰

り
返
し
強
調
さ
れ
た
の
は
、
安
全
意
識
の
徹

底
で
す
。
趣
味
と
実
益
も
か
ね
た
剪
定
講
習

会
な
の
で
、
受
講
者
の
皆
さ
ん
が
実
に
生
き

生
き
と
し
た
表
情
を
見
せ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。

〈
付
記
〉

　

表
紙
の
写
真
は
、
気
品
を
た
だ
よ
わ
せ
庭

に
咲
い
た
シ
ャ
ク
ヤ
ク
（
芍
薬
）
で
す
。
ボ

タ
ン
科
の
多
年
草
で
初
夏
に
豪
華
に
咲
き
ま

す
が
、
反
日
影
が
好
き
な
よ
う
で
す
。
本
草

と
甘
草
を
煎
じ
る
漢
方
薬
は
こ
む
ら
が
え
り

や
、
足
が
つ
る
人
に
は
芍
薬
甘
草
湯
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
左
下
は
、
つ
く
ば
市
で

は
す
っ
か
り
有
名
に
な
り
ま
し
た“
農
林
さ

く
ら
通
り
”の
桜
並
木
で
す
。
今
年
も
こ
ぼ

れ
ん
ば
か
り
に
咲
き
ほ
こ
り
ま
し
た
。

〈
ご
案
内
〉

　

入
会
説
明
会
は
次
の
通
り
行
な
い
ま
す
。

入
会
を
ご
希
望
の
方
は
、
直
接
説
明
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
で
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

〈
編
集
後
記
〉

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
市
内
の
企
業
の
か
た
が

た
に
つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
広
報
部
会
の
メ
ン

バ
ー
は
広
報
誌
「
き
ず
な
」
を
親
し
み
や
す

く
見
て
い
た
だ
き
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
内
容
充
実
に
つ
と
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

昨
年
は
メ
ン
バ
ー
の
菊
田
潔
さ
ん

が
急
に
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
同
時
に
、
自
分
た
ち
は
こ
う

い
う
年
代
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
シ
ル
バ
ー
の
会
員
の
皆
さ
ん
が

ど
ん
な
仕
事
に
就
業
し
て
い
る
の
か

職
場
の
紹
介
や
、
ど
ん
な
会
社
さ
ま

と
お
取
引
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
安

全
を
最
重
要
と
と
ら
え
剪
定
作
業
や

草
刈
り
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
な
ど
の
紹
介
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．24（
10
月
15
日
発
行
）か

ら
は
広
報
委
員
新
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

ん
に
よ
る
編
集
、
記
事
、
写
真
に
な

り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

発行元　編集企画広報部会　〒 300-3257 つくば市筑穂 1-10-4（大穂庁舎内）
TEL 029-879-5199　FAX 029-879-5198　http://www.tsukuba-sc.com 

◆
き
ず
な
原
稿
募
集

　
「
き
ず
な
」
の
原
稿
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
就
業
先
で
の
出
来
事
や
体
験

談
、
身
近
な
出
来
事
等
々
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
些
少
で
は
あ
り
ま
す
が
執

筆
謝
礼
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

開催月日 時間 会場

8月 9日（木）
9月13日（木）
10月11日（木）
11月 8 日（木）
12月13日（木）
1月10日（木）

午後
1時30分

シルバー�
人材�
センター�
会議室

（大穂庁舎�
3階会議室）

・�大穂庁舎以外の面接会場も計画し
ていますが、今回のご案内には間
に合いませんでした。


